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HDM-135 型
現場設置 2線式 pH 計

HB-121型　
パネル取付型4線式pH計
（上下限調節接点出力付）

（a）超音波洗浄 UHC-7B 型　（b）水ジェット洗浄 JHC-7B 型　
（c）ブラシ洗浄 BHC-7B 型　（d）薬液洗浄 RHC-7A 型
（e）自動校正装置付 pH 計 MAC-180 型
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3．ガラス電極法（前回につづく）
　3．2 　pH 指示変換器
　pH 電極は、ガラス膜を使用しているため、内部 
抵抗の高い電極になっています。この信号を受けて 
増幅する pH 指示変換器には、1012オーム以上の入 
力抵抗が必要とされます。
　このため、pH 計の設置、保守などに際して、他の 
計測機器とは異なる配慮が必要です。すなわち、電 
極の接続ケーブル、中継する端子ボックスについて 
は、絶縁抵抗の大きい専用のものを使用する必要が 
あります。一般の計装用のケーブルや端子台を使用 
したため生じたトラブルが数多く報告されており、 
注意が必要です。また、pH 指示変換器には、pH 標準 
液によって目盛り付けするためのゼロ、スパン調整 
機能が備わっており、これを使って校正を行います。
　電源として24V DCを与え､同じ線によって4～20 
mA DCの計測信号を伝送する2線式構成と、100V AC 
を与え、電源用とは別の線によって 4 ～ 20mA DC の 
信号を伝送する 4 線式構成があります。このほか機 
種によっては、pH 制御に使用するための上下限調節 
接点出力を備えている製品もあります。図1 に、製

品例として電 
気 化 学 計 器 

（株）製の代表 
的な変換器を 
示します。

4．pH 計の保守
　（1）標準液校正
　pH 電極の起電力特性は本誌 2000 年 8月号「計装豆 
知識 図2」に示しましたが、実際の電極は個々にゼロ 
点、感度ともにばらつきがあるため、測定に先立って 
標準液による校正が必要になります。また、定置型の 
pH 計では、pH 電極が長期間試料水に浸されるため、電 
極に特性劣化が生じます。これを補正するためにも、 
定期的な標準液校正が必要になります。校正に使用す
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（11 月号につづく）
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る標準液とし 
ては、一般に 
pH 標準液の規 
格（JIS K 0018 
～ 0023）で 定 
められた 6 種 
類のうちから、 
2 種類の標準
液を選択してゼロ調整とスパン調整を行います。普通 
は、中性リン酸塩 pH 標準液（6.86pH at25℃）でゼロ 
調整を行い（図 2 ①）、測定値に近い他の標準液を用 
いてスパン調整を行います（図 2 ②）。
　（2）電極の洗浄
　連続測定に用いられる pH 電極は、長期間試料水 
に浸されるため、汚れによる応答遅れ、測定誤差 
を生じ、場合によっては、測定不能状態に至ること 
もあります。これを防ぐため、pH 電極を定期的に洗 
浄する必要があります。
　電極に付着する汚れは、測定対象の水質により 
様々であり、水洗いで洗浄できるものもあれば、ブ 
ラシでこすり落とす必要があるもの、あるいは希塩 
酸などに浸さなければならないものまであります。 
最近では、これらの洗浄を自動化した pH 計用の洗 
浄装置が数多く使用されるようになっています。
　図 3 に、電気化学計器（株）製の代表的な pH 計自 
動洗浄器を紹介します。　　　　　　　　


